
 

 

 

 

 

 

 
 
 
報道関係各位 

2021 年 8 月 11 日 

工学院大学ソーラーチームが国内最長のソーラーカーレース 
「ワールド・グリーン・チャレンジ」で準優勝 

 

工学院大学（学長：伊藤 慎一郎、所在地：東京都新宿区／八王子市）ソーラーチームは、大潟村ソーラースポーツライ
ン (秋田県南秋田郡大潟村 )で行われたソーラーカーレース 「 ワールド・グリーン・チャレンジ 」 の チャレンジャー・ クラス
に参戦し、 準優勝しました 。世界大会に準拠したレギュレーションで、例年は 1 周 25km のコースを 3 日間かけて走る国内
最長の耐久レースです。今大会は新型コロナウイルス感染拡大の影響で、8 月 9 日から 2 日間の短縮開催になりました。 

  レース初日の前半は、大学 1 年生のドライバーが、トップ集団の中で 2 番手をキープして走り続けました。その後、第 2
ドライバーが時速 80ｋｍ以上で徐々に 1 位との差を詰めていき一時はトップに躍り出る場面もありましたが、初日を 2 位で
終えました。最終日は悪天候によるコースやルールの変更、断続的に降り続く雨に苦戦しつつも、前日からの順位をキープ
し総合 2 位でゴールしました。 

昨年はコロナ禍でレースが中止になり、活動も制限されていました。世界大会などの経験が豊富なメンバーが卒業したた
め、今大会に参戦した学生約 20 名の多くはレース経験が浅く手探りの挑戦でした。チームリーダーを務める機械工学専攻
修士 1 年・松田直大(まつだ なおはる)さんは、「車体の製作や走行だけではなく、チーム運営やメンバーの体調管理も含
めたすべてがレースであることを実感しました。全員が初めての参戦で多くの課題が見つかりましたが、卒業した先輩たち
が残してくれた車体で経験を積むことができたのは、これからのチームにとって大きな財産になりました。今回学んだこと
を、次のレースに必ず活かします。」とレースを振り返りました。 

 
■工学院大学ソーラーチーム 
「100 年後の未来を考えた地球の持続的利用」を理念に掲げる学生プロジェクトで、車両の開発・設計から製作、レース

での走行までを学生主体で行っています。産学連携で次世代モビリティの研究から、レースでの実践までを一貫して行うこ
とで、クリーンエネルギー分野の技術革新・社会実装に取り組んでいます。 
 
「ワールド・グリーン・チャレンジ」WEB サイト：http://www.wgc.or.jp 
工学院大学ソーラーチーム特設サイト：https://www.kogakuin.ac.jp/solar/ 
 

 

＜取材に関するお問い合わせ＞ 

学校法人 工学院大学 広報課／担当：樋口・堀口・森川 

03-3340-1498  |  gakuen_koho@sc.kogakuin.ac.jp 

学校法人 工学院大学 広報課 

〒163-8677 東京都新宿区西新宿 1-24-2 

03-3340-1498  |  gakuen_koho@sc.kogakuin.ac.jp 

「ワールド・グリーン・チャレンジ」で走行する 5 号機 Eagle 
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